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1.  自己紹介 （日本海事協会(ClassNK)について）

2

商 号 一般財団法人 日本海事協会, Nippon Kaiji Kyokai (ClassNK)

創 立 1899年 （発起人：高橋是清、渋沢栄一等）

職員数 1836名 （国内1048名, 海外788名）

本 部 東京都千代田区紀尾井町４番７号

拠点数 131ヶ所 （国内22ヶ所, 海外109ヶ所）

主な業務

安全確保及び環境の汚染防止のために、船舶検査・船級登録を主たる業務とし、登録隻数は9000隻
以上、隻数において世界最大の船級協会。その他、第三者機関として、ISO等、様々な認証業務等を通じ
て社会に貢献。
近年、温室効果ガス検証（IMO,ICAO）、再生可能エネルギー（風力発電）認証や、無人航空機（ドローン）
操縦士試験等、幅広い認証／検証業務に取り組んでいる。

運輸業界の課題解決へ共に歩みます
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◼ CORSIA適格燃料（CEF）についてCORSIA で使用可能な炭素クレジット (Eligible Emission Unit)

✓ CORSIAでGHG削減効果が認められるのは、CORSIAが認める燃料（CORSIA Eligible Fuel）の使用のみ

（化石由来）
ジェット燃料

CORSIA適格燃料
（CEF）

EU-RED適合燃料
（EU-ETS）

認証なし
航空代替燃料

呼 称 従来燃料 SAF

安全性
ASTM D1655
（他、Def-Stan等）

ASTM D7566

適用規格
（要求事項）

／
ICAO CORSIA
(ICAO SCS)

EU RED なし

削減効果 なし
〇

（CORSIA報告）
〇

（EU各国空港義務化）
？（不明）

（非化石由来）

JCAB報告 〇 〇 不要 不可

2. ICAOによるSAFとは？
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作物育成 原材料回収 原料収集 原料変換（原液製造）倉庫保管 仲介業者 化石燃料混合

審査・証書発行

監理・監督年次報告

認定、定期監査合意

原材料～最終製品（混合）まで、全ての関連事業者においてサステナビリティ認証の証書が必要

SAF証書

Economic Operator (燃料製造事業者)

◎ CORSIAサステナビリティ要件に基づく文書の維持・管理、透明性、
リスク管理、LCA（GHG）排出量の確認

◎ 認定機関、認証機関（審査員）がCORSIA（SCS)サステナビリティ要
件に基づき審査を行っていることを確認

監理・監督

認可、承認、定期監査

Sustainability Certification Scheme
（SCS：持続可能性認証スキーム）

（審査内容等の情報から）サステナビリティ要件を満たしていることを確認

3. ICAOによるSAF認証スキームの概要

◎ SCSのサステナビリティ要件に基づいて製造 （各種法令、トレーサビリティー、Chain of Custody）

◎ SCSの要件を満たし、ISO１７０１１に準拠

Accreditation Body (認定機関)

◎ SCSのサステナビリティ要件に基づき審査
    （ISO１７０６５認定取得、審査要件・基準の設定、
証書発行、グループ審査、審査員の力量維持）

Certification Body (認証機関)

航空会社



Ⓒ 2025 NIPPON KAIJI KYOKAI 5

⚫ ICAO第233回理事会（10/9～11/8）にて承認
(ISCC,RSBに次ぐ、世界３機関目)

⚫ ICAO文書は2024年10月28日付で改訂

https://www.icao.int/environmental-protection/CORSIA/Documents/CORSIA_Eligible_Fuels/ICAO%20document%2004%20-
%20Approved%20SCSs%20-%20October%202024.pdf

4. ICAOによる本会の承認
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ICAO要求事項に準拠

日本語による研修、審査、各種文書の公開

複数の要求事項は各国の法令に基づき審査

日本では国内法令を熟知した審査員が審査

日本発のSCSとして、SAFの普及・拡大に向けて活動される事業者様をサポートします

ホームページ（日本語ページ準備中）

制度文書（日本語版準備中）

5. ClassNK SCSの特徴
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⚫ ClassNK SCSはCORSIAのサステナビリティ基準14項目（２０２４．１～）に準拠

項 目 原則・基準

1．温室効果ガス LCAでのGHG排出量を削減（１０％以上）

２．炭素ストック
高い炭素ストックをもつ土地（原生林、泥炭地等）から得られるバイオマス由来の原料で
ないこと(IPCC)｡ 2008年以降の土地利用変化の場合はDLUCを考慮｡

３．GHG排出削減の永続性 CCSで適用されるGHG削減効果は永続的であること(ICAO)

４．水 水質及び水の利用可能性（地下水等）の維持、枯渇防止、または向上

５．土壌 土壌の健全性（物理的、科学的、生物学的）の維持、または向上

６．大気 大気汚染物質の排出の抑制

７．生物多様性保全 生物多様性、保全価値及び生態系サービス（外来種の侵略防止）の維持

８．廃棄物及び化学物質 廃棄物及び化学物質使用の管理体制（保管、処理、廃棄）

９．地震及び振動の影響 該当なし(LCAFのみが対象）

１０．人権及び労働者の権利 人権と労働者の権利の尊重

１１．土地利用の権利及び土地利用 土地の権利及び土地利用の権利（先住権）の尊重

１２．水利用の権利 地域の慣習的な水利用の権利の尊重

１３．地域及び社会の発展 貧困地域の社会的・経済的発展に寄与

１４．食料安全保障 食料不安のある地域における食料安全保障の促進

ClassNK 
SCSでは
各国法令に
基づいて判断

自主宣告
（SCS審査なし）

６ .  サステナビリティ基準について



Ⓒ 2025 NIPPON KAIJI KYOKAI 8

2024年10月28日付で ICAOのSCSとして承認

ISCC（ドイツ）、ＲＳＢ（スイス）に次ぐ、世界で３機関目。 欧州以外では初

Act for Skyに加入

SAF製造にかかわる事業者との情報共有を通じて普及・拡大に取り組む

弊会のサステナビリティ基準はICAO基準に準拠

現在、認証機関 及び 認定機関と体制構築中

（事業開始目標：2025年春）

７ .  まとめ



ご清聴

ありがとうございました

【お問い合わせ先】
一般財団法人 日本海事協会
認証本部 環境部 

E-mail: scs@classnk.or.jp
HP: https://www.classnk.or.jp
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